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【視覚と、それを受ける人間の感覚】 
最近は、マスゴミと呼ばれるよ

うに、新聞にしろ何か胡散臭いと

ころがあり、まともに読む気はし

ないのですが、かみさんが新聞を

半年契約してしまっているという

ことで、途中で解約するのもばか

ばかしく、とりあえず毎日に配ら

れてくる新聞に目だけは通してい

ます。しかし、今日の読売の漫画

「コボちゃん」は面白かったので、

著作権には知らんぷりして転写し

てみました、ごらんください。・･･･ 
おもしろいでしょう！ 
抽象画がわからないというお二

人。でも奥さんのほうはセンスも

良く、服のデザインの良さは厳し

く見抜く。有名なモダンアート、

いやシュルリアリスムの大家、デ

ュシャンの「泉」のように普段見

慣れたものを違ったものとして見

ることはなかなかできない。便器

は、縦にしようが横にしようが便

器であり、それがどうして芸術と

いうものになってしまうのか、そ

こは素人の悲しさです。よくわか

らない。でも、このコボちゃんの

漫画を逆にして、例えば、服の生

地を切り抜いて、キャンバスには

りつけると、そこに芸術が生まれ

る、それってありなのでしょうか。 
 
アートとデザインの違いは、い

つか書いたように、その人の世界

を見えるように表現したものがア

ート(芸術)で、他人さまが認めよう
と、認めまいと、自分よがりであ

っても、というか、自分よがりな

ものだからこそ芸術となり、売れ

っ子芸術家がいたり、売れない芸

術家がいたりと芸術家は着実に存

在します。しかし、誰もが認めな

いデザイナーというものは存在し

ない。仮に、その時代では理解さ

れないが未来において理解される

ようなセンスを持っていると仮定

してデザインをおこなったとして

も、それをデザインというか。私

は、それはデザインとは言わない

と思う。デザイナーがデザインし

た時間の中にそれを利用する人た

ちがデザインと認めない限りデザ

インとは呼べないと思います。 
コボちゃんの面白いところは、

わからない芸術と理解できるデザ

インが同時に存在すること。100
年前に全く売れない芸術家の絵を

現在は認められていたとしても、

現在でも庶民には理解されていな

い存在としての芸術作品、しかし、

その作品を服のデザインとして転

用することで、庶民の理解を得る

ことができる。ということは、お

そらく、見るということは共通で

も、その理解の仕方が異なってい

るということなのでしょう。 
そこで紹介するのが、この「「顔」

学入門」です。この本には、人間

が顔を理解するのは、風景を見る

のとは違い、顔を記号化してみる

ため、その記憶の仕方、視覚の受

け取り方が違うということでした。

聴覚において、虫の声が雑音に聞

こえる西洋人と、秋を感じさせる

音楽と感じる日本人の違いがある

ように、顔の見方と風景の見方は

同じ視覚でも、頭での理解のされ

方は違うということでした。 
「見る」「視る」「観る」「診る」

「看る」・・・・・・・、いくつも

の「みる」というものがあり、風

景というものは、視点場の「視る」

ではだめで、「観る」ではないかと

書いた記憶もありますが、見方は、

その解釈、理解のされ方にも違い

があるということで、単純ではな

いということだと思います。 
だから？？？この話は、また次

回に続けることで、ご勘弁を。 
     【続く】 

平成22年10月4日 発行 矢ヶ部 輝明 

風景デザインレター from 九州(第26号) 
人間の物の見方には、いろいろと限定的なところがあり、視覚だけに頼る

ことは風景の見方としては正しくない、そんな話を前回しましたが、今回は
も少し視覚と人間の感性について少し話を進めたいと思います。 

読売新聞の漫画「コボちゃん」に触発されて 

 

 


